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令和２年度《学校経営計画》 
                 名張市立赤目中学校  学校長  篠木 素道 
赤目中学校区教育目標    一人ひとりが生き生きと輝く児童・生徒の育成 

めざす児童・生徒像     なかまと繋がりあって、学ぶ楽しさや自己有用感を育むことができる児童・生徒 

１ 学校教育目標 

人間性豊かで、たくましい生徒の育成 
 
 

２ めざす学校像、児童・生徒像、教職員像、保護者・地域像 

○学校像 
一人ひとりが生き生きと輝く『居場所』のある学校 

～「挨拶・拍手・合唱」の良き伝統を生かして～ 

○児童・生徒像 

・自ら実践する生徒・・・正しい判断力とねばり強い実践力 

・自ら学ぶ生徒  ・・・生きてはたらく学力 

・自ら鍛える生徒 ・・・たくましい体力と気力 

○教職員像 

・愛情と厳しさを持ち、生徒・保護者・地域から信頼される教職員 

・教育実践を通して積極的に行動できる教職員 

・健康で明るく、自己の能力と資質の向上を目指す教職員 

○保護者・地域像 
・家庭の役割を自覚し、愛情と責任をもって我が子の成長を支える保護者 

・学校と協力し、子ども達を見守り、育む地域 
  
３ 学校の現状 本年度の改善方策 
・生徒の状況については、昨年度の１年生は落ち着いた

中での学習には困難な状況もあり、年度途中での教

室移動を行い全校態勢で落ち着いた学習環境づくり

に取り組んだ。また、保護者の中には、学校への協

力をいただけないこともあり保護者と連携しての取

り組みも難しい面もある。更には、様々な理由から

厳しい家庭環境下にある生徒も多く、このことが学

力や生活習慣の課題になっている生徒や不登校や特

別な支援が必要な生徒も多い。 

・教職員は、生徒一人ひとりを大切にし、保護者との協

力と連携を考えて、生徒の指導・支援に取り組んで

いる。 

・「学力向上」「学習集団の質的向上」「自主的・自発的な

活動の充実」への取り組みは、授業改善や生徒会活

動の活性化等を継続して取り組んでいる。 

・教職員の時間外労働の改善に向け、学校運営の見直し

など行い、教職員の過重労働縮減に向け取り組んで

いる。 

○教職員の総勤務時間と時間外労働の縮減に努め、心身と

もに健康で明るい職場づくりを目指す。 

月平均３０時間、最大４５時間、年間３６０時間 

○豊かな人間性を育む生徒指導の充実 

落ち着いた学習環境づくりのため、以上の三点を今年度の

重点的な取組事項とする。 

・授業規律の確立と学習内容の定着を図る指導に努める。 

・生徒指導部を中心に、校内の「いじめ防止対策委員会」、

「教育相談委員会」、「特別支援委員会」等が連携し、組織

的にいじめや不登校等の課題に取り組む。 

・学校運営協議会を設置し、「コミュニティースクール」

として、地域とともにある学校に向けた取組を進める。 

○学力向上と思考力、判断力、表現力等の活用力の育成 

○生徒一人ひとりの存在感や充実感を重視した指導によ

る集団の育成 

 

 
 

４ 重点的な取組事項 

番

号 
内      容 

実 施 期 間 

30 元 ２ ３ ４ 

１ 生徒一人一人の存在感や充実感を重視した指導による集団の育成 ○ ○ ◎ ○ ○ 

２ 学力と思考力、判断力、表現力等の活用力の育成 ○ ○ ○ ○ ○ 

３ 豊かな人間性を育む生徒指導の充実 ○ ○ ○ ○ ○ 
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５ 令和２年度の重点目標 
 
  

重点的な取組事項－１ 生徒一人一人の存在感や充実感を重視した指導による集団の育成 

Ａ 今年度の成果目標 

・「学校生活が楽しい」と感じる生徒の割合が、全ての学年で 90％以上にする。 

Ｂ 目標実現に向けた取組 

具体的な方策 

① 
人権・同和問題学習の学習改善や指導方法の改善に努め、人権総合学習やなかま集会を通して、自他の生

命や人権を大切にし、仲間とともに支え合い、高め合う集団の育成に努める。 

② 
教育相談期間の実施（年３回）、Ｑ－Ｕ調査等による客観的な状況把握に努め、規律ある学級集団づくりと

ともに不登校をうまない環境作りを行う。 

③ 
生徒の自治活動の活性化を図り、各種行事を経験することで、達成感や充実感を得ることで学校全体の活

性化を図る。  
 
 
 

重点的な取組事項－2 学力と思考力、判断力、表現力等の活用力の育成 

Ａ 今年度の成果目標 

・「授業がよくわかる・だいたいわかる」と答える生徒の割合が、すべての学年で９０％を上回る。 

・「意欲的に授業に取り組める」生徒の割合が、学校平均で８０％を上回る。 

Ｂ 目標実現に向けた取組 

具体的な方策 

① 
研究授業（全教職員一人１回）、反省、改善の取り組みや校内外の研修会等に参加し、指導力の向上と学力

向上を目指す。 

② 
チャイム号令による授業開始等、学習規律の確立と生徒の実態に応じた個別支援などによる学習内容の確

実な定着を図る。 

③ ２・３年の数学で学力向上と学力の定着を目指し、習熟度別少人数指導を行いその効果を検証する。 

④ 主体的に学ぶ力を育成するために、「チャレンジタイム」「ぐんぐんタイム」を実施する。 
 
 

重点的な取組事項－3 豊かな人間性を育む生徒指導の充実 

Ａ 今年度の成果目標 

・問題行動発生件数の減少３件及び不登校・長期欠席生徒数を３名減少。 

・いじめの早期発見にむけた教育相談の充実。 

・Ｑ－Ｕ調査による満足群の学校平均が７５以上とする。 

Ｂ 目標実現に向けた取組 

具体的な方策 

① 
教育相談やＱ－Ｕ調査、生徒アンケートの実施とともに昼休みや放課後など生徒との関わりを増やし、生

徒理解に努めた指導の充実。 

② 
不登校、長期欠席者への個々のケースについてＳＣによるケースカンファレンスの適時の実施とそれに基

づく学校態勢での支援の充実。 

③ 
外部の相談機関（児童相談所、家庭児童相談室、適応指導教室、伊賀少年サポートセンター等）との連携

を密にしたきめ細かい指導体制の充実に取り組む。 

６ 学校における働き方改革の推進に向けた取組 
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上限時間に基づく目標 

成果指標① 

１人当たりの月平均時間外労働 30 時間以下（30 時間以下の範囲） 

年 360 時間を超える時間外労働者数 ０人   （変更不可） 

月 45 時間を超える時間外労働者の延べ人数 ０人   （変更不可） 

具体的な方策 

行事の見直し及び中止 

会議の事前配布とペーパーレス化（センターサーバーの利用） 

年間を通しての計画的な取り組みと退校日の設定 

休暇取得促進の目標 

成果指標② １人当たりの年間休暇取得日数 10 日以上（各学校で設定） 

具体的な方策 
定期テスト中の計画的な年休取得 

長期休業中の計画的な特休や年休取得 

学校独自の取組 

活動指標 

設定した日の定時に退校できた職員の割合 60％以上 

予定通り休養日を実施できた部活動の割合 90％以上 

放課後に開催して 60分以内に終了した会議の割合 60％以上 

  

具体的な方策 
会議の事前配布とペーパーレス化（センターサーバーの利用） 

部活動については、短時間で身のある練習の工夫の推進 


